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12月の主な活動

 3・4日　第19回ユニオントップスタディ
 6・7日　全国一斉集中労働相談ダイヤル
 11日 土曜相談会
 13・14日　専従役職員会議
 15日 第2回四役会議
  第1回政策委員会
 16日 第1回女性委員会四役会議
 17日 第1回労働条件委員会
 18日 ワークライフバランス街頭行動
  第1回女性委員会
 21日 第1回執行委員会
 22日 朝街宣(新潟駅前)
 29日～１月４日まで年末年始休暇

第19回ユニオントップスタディ

熱
き
思
い
を
共
有
す
る

顔の見える労働運動をめざす
　

連
合
新
潟
第
一
九
回
ユ
ニ
オ

ン
ト
ッ
プ
ス
タ
デ
ィ
が
一
二
月

三
、
四
日
、
月
岡
温
泉
・
ホ
テ

ル
清
風
苑
で
八
七
人
が
参
加
し

開
催
さ
れ
、
三
つ
の
講
演
を
受

け
ま
し
た
。

　

パ
ー
ト
一
「
労
使
紛
争
の
解

決
に
つ
い
て
」

　

新
潟
県
労
働
委
員
会
の
西
野

喜
一
会
長
よ
り
、
労
働
委
員
会

の
構
成
や
主
な
仕
事
の
内
容
に

つ
い
て
、
分
か
り
や
す
く
説
明

が
あ
り
ま
し
た
。
労
使
の
身
近

な
サ
ポ
ー
タ
ー
で
あ
る
労
働
委

員
会
の
活
用
を
、
組
合
の
現
場

で
周
知
す
る
こ
と
の
重
要
さ
が

提
案
さ
れ
ま
し
た
。

　

パ
ー
ト
二
「
非
正
規
と
地
域

－

再
生
へ
の
二
つ
の
ビ
ッ
グ
・

チ
ャ
ン
ス
」

　

東
大
社
会
科
学
研
究
所
中
村

圭
介
教
授
か
ら
は
「
二
つ
の
ビ

ッ
グ
・
チ
ャ
ン
ス
」
と
し
て
①

パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
、
契
約
社
員
、

派
遣
労
働
者
な
ど
増
え
て
い
る

非
正
規
労
働
者
の
組
織
化
に
成

功
し
た
企
業
別
組
合
の
例
を
実

名
で
紹
介
。
非
正
規
社
員
を
組

織
化
し
、
不
満
や
意
見
を
共
有

化
し
な
が
ら
、
働
き
や
す
い
職

場
を
作
る
こ
と
が
離
職
を
く
い

止
め
、
一
緒
に
働
く
正
規
社
員

や
、
会
社
に
と
っ
て
も
有
利
で

あ
る
、
②
地
域
労
働
運
動
と
し

て「
地
域
で
顔
の
見
え
る
運
動
」

を
活
性
化
す
る
た
め
に
、
地
域

に
暮
ら
し
働
く
組
合
役
員
や
、

組
合
員
そ
し
て
退
職
者
に
連
合

と
し
て
顔
の
見
え
る

運
動
を
提
案
し
、
一

緒
に
行
動
し
よ
う
―

と
問
題
提
起
さ
れ
ま

し
た
。

　

中
村
教
授
の
著
書

「
地
域
を
繋
ぐ
」
の

中
に
地
方
連
合
会
の

モ
デ
ル
地
協
と
し
て

連
合
新
潟
中
越
地
協

が
紹
介
さ
れ
、
地
域

の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
ラ
イ
フ

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
、

そ
し
て
行
政
が
一
緒

に
な
っ
て
、
地
域
の

情
報
を
共
有
し
、
発

信
し
て
行
動
す
る
活

動
が
報
告
さ
れ
て
い

ま
す
。
個
人
の
限
界

を
組
織
で
カ
バ
ー
す

る
仕
組
み
を
つ
く
る

と
い
う「
熱
き
思
い
」

を
地
域
で
共
有
す
る

こ
と
の
重
要
性
が
提

案
さ
れ
ま
し
た
。

　

パ
ー
ト
三　

拉
致
問
題
に
関

し
て

　

①
救
う
会
全
国
協
議
会
の
平

田
隆
一
郎
事
務
局
長
か
ら
は

「
北
朝
鮮
の
現
状
と
拉
致
問
題

の
解
決
」
と
題
し
て
、
拉
致
さ

れ
た
人
の
青
春
は
取
り
戻
す
こ

と
は
で
き
な
い
が
、
残
さ
れ
た

人
生
は
安
心
し
て
送
っ
て
ほ
し

い
と
強
く
思
う
、
一
日
も
早
い

解
決
を
望
む
、
と
話
が
あ
り
ま

し
た
。
②
西
村
ち
な
み
衆
議
院

議
員
か
ら
は
、「
拉
致
問
題
の

解
決
に
む
け
た
政
府
と
国
会
の

取
り
組
み
」
と
題
し
、
外
務
大

臣
政
務
官
時
代
に
、
国
際
会
議

の
場
で
も
機
会
が
あ
る
た
び
に
、

一
日
も
早
い
解
決
を
国
際
世
論

に
訴
え
て
き
た
。
国
会
で
の
取

り
組
み
や
、
同
じ
問
題
を
抱
え

て
い
る
韓
国
と
情
報
の
共
有
に

取
り
組
ん
で
き
た
と
報
告
が
あ

り
ま
し
た
。

連
合
新
潟
女
性
委
員
会

青
年
委
員
会
総
会
開
催

新春労働団体・友誼団体
「名刺交換会」

日　時　　2011年１月５日（水）
　　　　　　　　午後３時30分より
場　所　　ANAクラウンプラザホテル新潟
会　費　　１人　7,000円

自治体首長選挙結果
◎小千谷市長選挙結果（11月14日投開票）
 7,044 佐藤　信幸
 当 15,664 谷井　靖夫

◎新発田市長選挙結果（11月21日投開票）
 17,298 佐藤　浩雄
 当 21,173 二階堂　馨
 15,758 鬼嶋　正之
 689 三村　誉一
※ 連合新潟推薦候補佐藤信幸氏、佐藤浩雄氏
に対するご支援ありがとうございました。

連合新潟女性委員会
役　職 氏　名 構成組織
委 員 長 小 柳 優 子 自治労
副委員長 飯 塚 雅 子 日教組
事務局長 今 井 一 絵 JP労組新潟
事務局次長 加 藤 秀 子 情報労連
委 員 佐々木尚子 日教組
委 員 関 根 未 貴 JAM新潟
委 員 古田小綾香 電機連合
委 員 近 藤 正 子 電力総連
委 員 菊 池 光 代 サービス・流通連合
委 員 関 恵 里 子 全労金

連合新潟青年委員会2011年度役員
役　職 氏　名 構成組織
委 員 長 相 澤 雄 介 電力総連
副委員長 神 丸 悦 郎 自治労
副委員長 田 中 祐 介 交通労連
事務局長 五十嵐章久 日教組
事務局次長 渡 辺 晃 行 UIゼンセン同盟
委 員 渡辺雄一郎 JAM新潟
委 員 清 野 智 徳 JP労組
委 員 阿 部 　 猛 運輸労連
委 員 山 本 　 学 情報労連
委 員 渡 辺 　 亮 紙パ連合
委 員 興 口 篤 也 電機連合
委 員 金 子 麻 美 全労金
委 員 神 林 和 人 全労金
委 員 豊 島 　 洋 基幹労連
＊構成組織都合により、委員の役職が変更
となっています。

す
べ
て
の
働
く
女
性
を

視
野
に
入
れ
た
運
動
を
！

　

一
一
月
二
七
日
（
土
）
連
合

新
潟
女
性
委
員
会
第
二
二
回
総

会
が
開
催
さ
れ
、
代
議
員
三
九

人
が
出
席
、
電
力
総
連
・
近
藤

代
議
員
、
全
労
金
・
関
代
議
員

の
議
長
団
に
よ
り
進
行
さ
れ
ま

し
た
。

　

小
柳
女
性
委
員
長
は
、「
県

民
意
識
調
査
に
お
い
て
も
男
女

平
等
社
会
に
満
足
し
て
い
る
人

は
二
八
・
七
％
に
と
ど
ま
っ
て

い
ま
す
。
し
っ
か
り
と
連
携
し
、

情
報
交
換
を
行
い
な
が
ら
、
す

べ
て
の
働
く
女
性
を
視
野
に
入

れ
た
運
動
を
進
め
て
い
き
ま
し

ょ
う
。」
と
挨
拶
し
、
二
〇
一

一
年
度
活
動
方
針
な
ら
び
に
予

算
は
満
場
一
致
で
確
認
さ
れ
ま

し
た
。
代
議
員
か
ら
は
、
男
女

と
も
に
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ

ラ
ン
ス
の
実
現
に
向
け
て
取
り

組
み
を
強
化
し
て
ほ
し
い
。
な

ど
多
く
の
発
言
が
あ
り
、
有
意

義
な
総
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

総
会
終
了
後
に
は
連
合
中
央

執
行
委
員
の
斉
藤
千
秋
さ
ん

（
電
機
連
合
）
か
ら
「
女
性
と

労
働
組
合
」
と
題
し
て
記
念
講

演
を
受
け
ま
し
た
。

　

女
性
委
員
会
は
、
こ
れ
か
ら

も
男
女
間
賃
金
格
差
、
不
安
定

雇
用
な
ど
多
く
の
課
題
解
決
に

向
け
て
運
動
を
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ

し
て
い
き
ま
す
。

青
年
委
員
会
の
愛
称

「
連
合
ユ
ー
ス
タ
ー
」
と
決
定

　

青
年
委
員
会
は
、
一
一
月
二

七
日
新
潟
市
内
に
て
第
二
二
回

総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
来
賓

の
江
花
会
長
か
ら
は
、
青
年
層

独
自
の
課
題
に
対
す
る
、
青
年

委
員
会
へ
の
問
題
提
起
が
あ
り

ま
し
た
。

　

総
会
は
、
二
〇
一
〇
年
度
の

活
動
内
容
に
つ
い
て
、
五
十
嵐

事
務
局
長
が
報
告
。
連
合
青
年

活
動
委
員
会
の
愛
称
が
「
連
合

ユ
ー
ス
タ
ー
」
に
決
ま
っ
た
こ

と
が
報
告
さ
れ
た
ほ
か
、
二
〇

一
一
年
度
の
活
動
方
針
が
満
場

一
致
で
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
七
期
に
渡
り
青
年
委

員
長
の
任
に
あ
っ
た
石
塚
岳
彦

委
員
長
（
Ｊ
Ｐ
労
組
）
が
、
本

総
会
で
退
任
し
、
新
委
員
長
に

相
澤
雄
介
さ
ん
（
電
力
総
連
）

が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
相
澤
新
委
員
長
の

も
と
ガ
ン
バ
ロ
ー
三
唱
を
行
い
、

新
た
な
ス
タ
ー
ト
を
し
ま
し
た
。

〈
石
塚
前
委
員
長
あ
い
さ
つ
〉

　

こ
の
度
、
青
年
委
員
長
と
し

て
は
長
期
の
七
年
余
り
の
任
を

退
任
し
ま
し
た
。
誰
も
が
経
験

で
き
る
こ
と
で
は
な
い
任
務
中

の
経
験
は
、
今
の
私
を
構
成
し

て
い
る
成
分
の
ひ
と
つ
で
す
。

当
初
は
個
性
あ
る
労
働
組
合
を

ま
と
め
ら
れ
る
か
？
不
安
で
し

た
が
青
年
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー

や
ま
わ
り
人
に
随
分
と
助
け
ら

れ
ま
し
た
。「
過
去
を
振
り
返

っ
て
も
活
動
の
未
来
は
見
え
な

い
」「
組
合
活
動
は
無
駄
の
積

み
重
ね
」
こ
の
二
つ
は
先
輩
に

も
ら
っ
た
言
葉
で
す
。
活
動
す

る
連
合
新
潟
ユ
ー
ス
タ
ー
の
み
ん

な
に
お
く
り
た
い
と
思
い
ま
す
。



要請を手渡す江花会長

土曜相談会 １月は15日に開催

参加者は興味シンシン

＜年末一時金回答妥結集計結果＞
　年間（夏冬）妥結の年末分と年末（今季）回答妥結組合で
昨年との比較が可能な組合の集計結果
（額集計：161組合（40,044人）月数集計：168組合（48,942人））

◎組合員１人平均（加重平均） 額：587,738円　月数：2.03ヶ月
 昨年　額：556,106円　月数：1.99ヶ月

（昨年との差　額：+31.632円、月数：+0.04ヶ月）

◎組　合　平　均（単純平均） 額：476,880円　月数：1.75ヶ月
 昨年　額：403,011円　月数：1.72ヶ月

（昨年との差　額：+73869円、月数：+0.30ヶ月）

2010年末一時金  連合新潟第3回集計結果（12月７日現在）

☆ 調査対象組合428組合（74,500人）中、166組合（41,612人）が
回答妥結した（年間妥結の年末分含む）。また、今季要求提出
を行ったのは117組合（19,778人）で、今季回答妥結報告があ
ったのは、46組合（6,684人）となっている。（今季妥結報告は、
年間要求の今季回答妥結を含む）
＜年末一時金要求集計結果（今季交渉分のみ）＞
【額集計】

組合数 人数 2010年 2009年同時期

組合員1人平均
（加重平均）

57 10,150
696,768 655,118

組合平均
（単純平均） 532,866 492,043

【月数集計】

組合数 人数 2010年 2009年同時期

組合員1人平均
（加重平均）

75 10,941
2.48 2.43 

組合平均
（単純平均） 2.15 2.13 

連　　　合　　　新　　　潟2010年12月15日 （毎月１回15日発行）
平成２年２月19日
第三種郵便物認可（ ） (2)第238号

労働で悩んでいる人、あなたの周りにいませんか？　無料相談 0
フリーダイヤル

120-1
いこうよ

54-0
れんごうに

52（平日9:00～17:00）

「高さ要注意！」
　新潟市秋葉区、ハローワーク新津のすぐ近くにある小さ
な橋桁を紹介します（東北電力さんの近くでもあります）。
橋の上をJR磐越西線の列車が通り、そのガード下は車や
自転車、歩行者が通ります。

　驚くべきことに、その高さはなんと1.7メートルしかな
く（実測したところでは1.77メートル）、ちょっと背が高い
人は橋桁にぶつかります。
　自転車に乗っている人は要
注意です。車に乗っている人
も車高が低くても思わず頭を
下げてしまう高さですし、ア
ンテナを伸ばしてあると、ほ
ぼぶつかってしまい要注意で
す。
　橋桁の表面は傷だらけでした。過去に何台もの車がこす
ったり屋根が破壊されてきたのでしょうか？
 （新潟地協　鶴田修一）

⑧

中小元気派宣言
№9

２．賃金カーブ維持の
　　取り組み ～３～

Ｑ　 賃金制度があるところの定期昇給（定昇）表示
について教えて下さい。

　Ａ 　一言で「定昇」といっても、連合の主要組合の「定
昇」は、1,000円台から8,000円台まであります
（連合「賃金・一時金・退職金調査」）。これは、
賃金カーブの傾きの違いに加え、定昇と呼ぶ範囲
が異なるためです。日本生産性本部の調査によれば、
「全員が一律の昇給部分を対象とする」組合、さ
らに「昇進昇格昇給を含める」組合まであります。
このように「定昇表示」は、それぞれの定義にも
とづき「１歳１年間差」の一部を示しているもの
なのです。

　

一
一
月
二
九
日
、
連
合
新
潟

は
新
潟
県
知
事
へ
二
五
項
目
の

次
年
度
予
算
要
望
書
を
手
渡
し
、

意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

誰
も
が
希
望
を
も
て
る

社
会
の
実
現
を
！

　

江
花
会
長
か
ら
は
、
①
雇
用

情
勢
の
改
善
、
②
公
労
使
会
議

の
設
置
、
③
職
業
・
労
働
教
育

の
実
施
、
④
少
人
数
学
級
の
推

進
、
⑤
貧
困
層

の
賃
金
底
上
げ

の
五
点
を
主
に

要
望
し
、
見
解

を
求
め
ま
し
た
。

　

特
に
、
県
が

作
成
し
た
「
労

働
ハ
ン
ド
ブ
ッ

ク
」
を
改
訂
し
、

職
業
観
や
労
働

者
の
権
利
、
義

務
項
目
な
ど
を

充
実
さ
せ
る
こ

と
、
学
校
の
授

業
に
労
働
教
育
を
実
施
す
る
こ

と
に
つ
い
て
は
、
見
解
が
一
致

し
、
も
の
づ
く
り
産
業
の
発
展

や
離
職
防
止
対
策
と
し
て
、
そ

れ
ぞ
れ
の
立
場
で
実
現
に
向
け

て
取
り
組
む
こ
と
を
確
認
し
ま

し
た
。

　

ま
た
、
泉
田
知
事
は
「『
に

い
が
た
県
央
マ
イ
ス
タ
ー
』
制

度
の
よ
う
に
、
も
の
づ
く
り
技

術
者
が
評
価
さ
れ
、
所
得
が
増

え
る
制
度
、
社
会
に
よ
っ
て
、

も
の
づ
く
り
に
携
わ
る
人
を
増

や
し
、
中
小
企
業
も
の
づ
く
り

産
業
を
振
興
さ
せ
た
い
」
と
話

し
ま
し
た
。

　

最
後
に
江
花
会
長
は
「
連
合

は
持
続
可
能
な
地
域
社
会
に
向

け
て
、
新
し
い
公
共
の
担
い
手

に
な
る
覚
悟
が
あ
る
。
あ
と
は

自
治
体
の
覚
悟
次
第
だ
」
と
提

言
し
、
要
請
行
動
を
終
了
し
ま

し
た
。

　

連
合
新
潟
は
雇
用
、
社
会
保

障
、
環
境
、
教
育
な
ど
さ
ま
ざ

ま
な
課
題
に
つ
い
て
、
県
民
の

目
線
で
行
政
に
意
見
提
言
し
な

が
ら
、
誰
も
が
将
来
に
希
望
の

も
て
る
社
会
を
目
指
し
ま
す
。

　

新
潟
県
・
食
と
環
境
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
（
代
表
・
江
花
和
郎
）

は
、
二
〇
一
〇
年
度
現
地
視
察

と
し
て
、
バ
イ
オ
マ
ス
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
加
工
の
「
ア
グ
リ
フ
ュ

ー
チ
ャ
ー
・
じ
ょ
う
え
つ（
株
）」

と
環
境
型
廃
棄
物
資
源
化
循
環

「
上
越
市
汚
泥
リ
サ
イ
ク
ル
パ

ー
ク
」
の
二
施
設
を
七
人
で
視

察
し
ま
し
た
。

　
「
ア
グ
リ
フ
ュ
ー
チ
ャ
ー
・

じ
ょ
う
え
つ
」
は
石
油
に
代
わ

る
原
料
と
し
て
、
主
に
お
米
を

使
っ
て
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
品
を

製
造
。
上
越
市
が
使
用
す
る
ゴ

ミ
袋
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
汚
泥
リ
サ
イ
ク
ル
パ
ー
ク
」

は
家
庭
用
ご
み
と
し
尿
を
回
収

し
、
建
設
資
材
原
料
や
肥
料
に

再
生
、
更
に
メ
タ
ン
ガ
ス
で
発

電
し
、
し
尿
は
き
れ
い
な
水
と

な
り
放
流
さ
れ
ま
す
。
両
施
設

と
も
環
境
に
配
慮
し
た
次
世
代

技
術
で
す
。

　

新
潟
県
は
家
庭
な
ど
か
ら
出

る
温
室
効
果
ガ
ス
量
が
多
い
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。
み
ん
な
で

環
境
を
意
識
し
た
生
活
を
心
が

け
ま
し
ょ
う
。

エコキャップ回収
　ご協力ありがとうございました。
　連合新潟が、皆さんの協力で集めたエコキャップはエコキャ
ップ推進協会を通じてJCV（NPO法人世界の子どもにワクチン
を日本委員会）へ寄付します。
　今までに送付した個数は11月18日現在で
累計個数： 325,400個 累計のCO２：2563kg
ワクチン： 406.8人分 ※ 累計のキャップをゴミとして焼

却すれば、これだけの量のCO２

が発生することになります。
◎１㎏を400個として計算しています。
　800個でポリオワクチン１人分が購入できます。
◎ １㎏（400個）が焼却されると3.15kgのCO２が発生します。
　引き続き通年で運動を展開くださるよう、職場や家庭で協力
をお願いいたします。

う
さ
ぎ
年
・
二
月
号
よ
り

新
シ
リ
ー
ズ
連
載
始
ま
る
！

そ
の
名
も

　

う
ち
の
街
で
は
旨
く
て
有

名
！
け
ど
、
他
の
地
域
の
人

は
知
ら
な
い
。

　

そ
ん
な
貴
方
の
街
の
Ｂ
級

グ
ル
メ
を
地
協
役
員
が
レ
ポ

ー
ト
し
ま
す
。

　

２
月
号
は
連
合
新
潟
事
務

局
が
担
当
し
ま
す
。

　

只
今
、
取
材
中
。

　
　
　
　
　

乞
う
ご
期
待

おっと、危ない


